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Abstract: The aftereffects of the Tsunami on the chironomid fauna were studied in the suburban Sendai area 
in Miyagi Prefecture and Minami-Souma area in Fukushima Prefecture, Japan during June 4‒6 in 2013. A total of 
31 individuals of 7 species were collected at 13 sampling stations. At the suburban Sendai area, we could mainly 
collect the larvae of Chironomus biwaprimus in small swamps. Moreover, Pseudosmittia sp. which is semi-terrestrial 
species, and Polypedilum nubifer were also collected there. The larvae of Chironomus salinarius inhabit halophytic 
swamps or small water bodies formed in grassy areas affected by the seawater in both investigated areas. Almost all 
chironomid species larvae collected in this study were preferred sandy mud conditions. Especially, C. salinarius may 
be regarded of a wide range of saline conditions. C. salinarius larval brackish and sandy mud habitat had expanded 
in that area two year after the Tsunami.

Key words: brackish water, Chironomid fauna, sandy mud, Tsunami disaster area

は じ め に

2011年3月11日に起きた東日本大震災は，未曾有の被害
をもたらし，津波によって浸水した地域は最大で海岸から
6 km内陸まで広がった．津波が到来した地域においては，
建物，農地，道路などの人為的な構造物はほとんどが破壊さ
れ，大量の土砂と，がれきが至る所に集積し，塩分濃度の高
い湿地や砂泥の堆積した水域が各所に点在した（葛西・小

林，2012）．
被災地においては，震災後数ヶ月の間は，水産加工場や冷
凍貯蔵施設，飼料や肥料の貯蔵施設から流出した大量の魚介
類や穀物から，ハエなどの衛生害虫が大量発生したり（林
ら，2012； 橋本ら，2012； 田原ら，2012），ネズミなどの小
型哺乳類が確認されたりした（矢部・石川，2012）．また，
建築物跡の土台水たまりや，浄化槽，便槽などの土中構造物
に水がたまると，蚊の幼虫が高密度で観察される場合が多
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かった（小林ら，2012； 渡辺ら，2012）．Tsuda et al.（2012）
は，津波の襲来した地域と，しなかった地域とで，蚊相の調
査を季節を変えて行い，津波襲来地域においてイナトミシオ
カCulex（Barraudius）inatomii Kamimura et Wadaの大量発生
を詳細に報告している．しかし，津波襲来2年後には，イナ
トミシオカの大量発生は観察されなくなり，内陸部に僅かに
生息するにとどまっていた（Hirabayashi et al., 2015）．
津波被災地域においては，現在，我が国の総力を挙げて，
急速に復興作業が進められている．しかし，福島第一原発周
辺の放射線量の高い地域や，その周辺域においては，未だ，
復興作業や除塩作業などが進んでいない場所が多い．津波襲
来から数年後のこうした地域においても，窪地に雨水が溜ま
り，小規模の池沼や汽水池が形成されたり，水はけの比較的
良い窪地では湿地が形成されたりと，複雑な水環境がモザイ
ク状に点在しているのが現状である．これらの水環境から
は，疾病を媒介する昆虫類（主に蚊類）の発生や，不快昆虫
（ユスリカ類など）の大量発生が危惧される．
本研究では，津波襲来後2年目の夏期に津波被災地域にお
いて，新たに創出された水環境に生息しているユスリカ類に
焦点をあて，どのような種類がどのような場所から発生して
いるのかを明らかにする事を目的として，調査を行った．

方 法

2013年6月4日～6日にかけて，宮城県仙台市郊外におけ
る仙台空港周辺地域に点在する窪地に貯まった複数の水た
まり（5地点； St. 1～St. 5），閖上地区における旧家屋コン
クリート土台に溜まった水たまり（2地点； St. 6, 7），福島

県南相馬地域海岸付近の窪地に溜まった水たまり（3地点，
St. 8～St. 10），旧水田（1地点； St. 11）やコンクリート製の
旧防火水槽（2地点； St. 12, 13）を調査した（Fig. 1）．各地
点におけるGPSデータ（緯度・経度，標高），地点の概要を
Table 1にまとめて示した．両地区とも，標高は海岸に近いお
おむね11～19 mであった．
それぞれの地点において，貯まっている水の塩分濃度や
電気伝導度（EC），水温，pHなどを現場で測定し，ひしゃ
くやDフレームネット（0.5 mmメッシュ）などを用いてユ
スリカ幼虫を捕獲した．捕獲した幼虫は，捕獲地点の水と若
干の堆積物とともに，肉眼で複数個体ずつピペットを用い
て50 mL広口瓶に入れ，保冷ボックスに保存した．本研究に
おいては，現場において肉眼で観察できない若齢幼虫や小型
種幼虫は捕獲できていない可能性がある．幼虫は生かしたま
ま実験室に持ち帰り，飼育して羽化成虫を得るよう努めた．
得られた成虫のうち，雄についてはWiederholm（1989）, Sasa 
and Kikuchi（1995）等の検索表に従い種を同定した．幼虫
は，基本的にWiederholm（1983）の検索表を用いて，属レ
ベルまで同定した．雌成虫および羽化しなかった幼虫につい
ては，本研究で得られた雄成虫の種に可能な限り対応させる
とともに，DNA分析による種同定（国立環境研究所，2014）
も行った．

結果と考察

各調査地点における水質データ（水温，pH, EC，塩分濃
度），各地点の周囲の状況，底質などをTable 1に示した．pH
はおおむね中性から弱アルカリ性で，7.0（St. 11）‒10.3（St. 

Fig. 1.　Locations of 13 sampling stations in the suburban Sendai area in Miyagi Prefecture and Minami-Souma area in Fukushima 
Prefecture Japan, in 2013.
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6）の範囲であった．水温も調査した時点での測定値である
が，21.4（St. 6）‒32.0°C（St. 2）の範囲であった．塩分濃度
は0.0%‒1.6（St. 9）%の範囲であった．ECの値は塩分濃度の
高い汽水域ではおおむね高い値となり，53.8 mS/mが最高値
（St. 11）であったが，淡水域（塩分濃度が0%）では，0.16‒

0.26 mS/mの値であった．なお，St. 6, 7, 10, 13の水中にはサヤ
ミドロ属Oedogonium sp.が群落を作って繁茂していた．いず
れの調査地点においても，底質は津波により運ばれたと推測
される砂泥，または細砂であり，場所によっては植物遺骸が
堆積している地点もあった．

Table 2に全地点から捕獲されたユスリカ類の幼虫の個体
数と，種構成を示した．全13地点のうち，ユスリカ類の幼
虫が捕獲されたのは8地点で，合計22個体（羽化成虫12個
体，幼虫10個体）であった．残り5地点ではユスリカ類の幼
虫は捕獲できなかった．幼虫捕獲個体数が少ない理由とし
て，各調査地点から幼虫を肉眼で選別しているため，小型種
や若齢個体が捕獲されていない可能性があると思われる．ま
た，捕獲できなかった場所の特徴としては，塩分濃度が1%
以上の場所や，サヤミドロ属の群落が観察されない場所など
が共通していた．捕虫網による調査では，St. 13とSt. 11でユ
スリカ成虫が捕獲され，St. 11ではシオユスリカChironomus 
salinarius Kieffer, 1915が雄2個体，雌3個体捕獲された．St. 13
ではヤマトユスリカChironomus nipponensis Tokunaga, 1940の
雌雄が壁に休止しており，1個体ずつ捕獲できた．また，ヒ
シモンユスリカChironomus �aviplumus Tokunaga, 1940の雄1
個体や，ホンセスジユスリカChironomus nippodorsalis Sasa, 
1978の雄1個体も捕獲された．
幼虫が捕獲された8地点のうち，仙台空港周辺地域からは

6地点でユスリカ類が捕獲され，エリユスリカ亜科とユスリ
カ亜科の2亜科，3属4種のユスリカ類が捕獲された．一方，
南相馬地域の2地点からはユスリカ亜科の1亜科，1属4種の
ユスリカ類が記載できた．今回の調査では両地域から合計
で2亜科，3属7種のユスリカ類が記載できた．最も出現頻
度の高かった属はユスリカ属Chironomusで，種レベルでは8
地点中4地点でキミドリユスリカChironomus biwaprimus Sasa 
et Kawai, 1987が，3地点でシオユスリカが捕獲された（Table 
2）．
種毎に注目してみると，仙台空港周辺の水たまりからは，

キミドリユスリカが主に捕獲され，ニセビロウドエリユス
リカ属Pseudosmittia sp.も捕獲された．キミドリユスリカは，
一般的に比較的大きな湖沼の沿岸部（幼虫は砂泥底質を好
む）でよく見られる（日本ユスリカ研究会，2010）．また，
ニセビロウドユスリカは半陸生種であり（Pinder, 1995），こ
れらの種は津波後，形成された砂泥混じりの底質や湿地環境
に定着した種であると推察された．空港周辺では，塩分濃度
が0.1%以上の水溜まりからはユスリカ類の幼虫は捕獲され
なかった．閖上地区の旧家屋コンクリート土台の小水域（津
波で押し寄せた砂泥が堆積）からは，シオユスリカが捕獲さ
れたほか，幼虫が富栄養化した河川のよどみや汽水域の砂
泥に生息しているヤモンユスリカPolypedilum nubifer（Skuse, 
1889）（日本ユスリカ研究会，2010）も捕獲された．
南相馬地域の旧防火水槽の内の一つSt. 13からは，通常は
水田などから大量発生するヒシモンユスリカや水温の低い山
地湖沼の深底帯で優占種となるヤマトユスリカ，日当たりの
良い一時的な水たまりで幼虫が生育すると言われているホ
ンセスジユスリカ（日本ユスリカ研究会，2010）が捕獲され
た．南相馬海岸付近の塩分濃度の高い水域からは，シオユス
リカが捕獲された．今回の調査からは，幼虫の生息域の塩分
濃度の薄い順に，ニセビロウドエリユスリカ属=キミドリ
ユスリカ<ヤマトユスリカ=ホンセスジユスリカ=ヒシモ
ンユスリカ=ヤモンユスリカ<シオユスリカであった．ユ
スリカ科の中には，幼虫が塩分耐性をもつ種が少なくない
（Pinder, 1995； 近藤・岩熊，2001）．Kawai et al.（2011）によ
る日本の海岸・河口域におけるユスリカ類の採集記録を見る
と，通常は淡水域から捕獲される種が汽水域からも数多く記
載されている．今回の調査で，ヤマトユスリカ，ホンセスジ
ユスリカ，ヒシモンユスリカ，ヤモンユスリカ，シオユスリ
カが，汽水域から発生している．Pinder（1995）や，近藤・
岩熊（2001），Kawai et al.（2011）の報告になく，今回の調査
で初めて汽水域から記録されたものは，ヤマトユスリカ，ホ
ンセスジユスリカ，ヒシモンユスリカ，ヤモンユスリカの4
種である．これらの種においては，塩分耐性を有する可能性
があり，今後，室内実験などの調査が必要であると思われ
る．シオユスリカは汽水域の岸に近い浅瀬（砂泥）に数多く
生息していることがこれまでに報告されており，臨海公園で
潮の入る池を造成して，大量発生した事例が報告されている

Table 2.　List of chironomid species collected by larval/adult sampling in this study.

Species name

Sendai Area Minami-Souma Area

Around Sendai Air Port Yuriage-chiku Paddy field  
and swamps

Old fire  
cistern

St. 1 St. 2 St. 4 St. 5 St. 6 St. 7 St. 10 St. 11 St. 13

Pseudosmittia sp. 1 (1, 0)
Chironomus biwaprimus 1 (1, 0) 1 (1, 0) 2 (1, 1) 1 (1, 0)
Chironomus �aviplumus 1 (1, 0)*
Chironomus nippodorsalis 1 (1, 0)*
Chironomus nipponensis 3 (3, 0)*
Chiroonomus salinarius 1 (0, 1) 2 (0, 2) 5 (2, 3) *
Polypedilum nubifer 3 (0, 3)

Total capturing larval number (emerging adults number, larval number) 
* collected adult chironomid midges by sweeping net 
We could not collect chironomid samples at St. 3, 8, 9 and 12.
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（日本ユスリカ研究会，2010）．一般的にサヤミドロ属は，止
水域でしかも，淡水中に出現する藻類であることが知られて
いるが（水野，1966），今回の調査から，塩分濃度が0.2‒0.9%
の範囲で出現し，St. 13を除き，本属が出現する地点からは
シオユスリカの幼虫が捕獲されていた．しかし，両者の関係
性については現時点では不明である．

Tsuda et al.（2012）によると，今回の調査地域においては，
津波直後，塩水性のイナトミシオカが大量発生していたが，
2年後には，収束した（Hirabayashi et al., 2015）．この理由と
して，津波直後のようなイナトミシオカ幼虫にとって好まし
い環境が維持されず，盛り土による陸地化や，水路掘削によ
る土地の乾燥化など，好適な生息環境が減ったためであると
考察している（津田，2015）．本研究においても，ユスリカ
科は津波襲来から2年後の時点で，シオユスリカをはじめと
して数個体しか採集されなかったことから，幼虫の生息にあ
まり適していない環境条件が維持されているためであると推
察される．本研究で採集されたユスリカ種は，津波による砂
泥の堆積により，塩分濃度と底質条件に規定された可能性が
ある．今後，季節などを変えて，さらなる調査が必要である
と思われた．
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